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光
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２
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に
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狩
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ベ
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。
今
、
杉
山
さ

ん
は
、
そ
れ
ら
の
事
務
局
と
し
て

準
備
に
奔
走
す
る
毎
日
で
す
。

　

「
『
カ
ヌ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
は
、

新
企
画
の
10
人
乗
り
カ
ヌ
ー
が
予

約
不
要
で
お
手
軽
で
す
。
『
韮
山

狩
野
川
ま
つ
り
』
や

『
伊
豆
長
岡

温
泉
戦
国
花
火
大
会
』
は
、
打
ち

上
げ
場
所
の
間
近
か
ら
花
火
を
見

上
げ
る
豪
快
さ
が
売
り
。
『
き
に

ゃ
ん
ね
大
仁
夏
祭
り
』
は
、
最
後

の
大
空
中
ナ
イ
ア
ガ
ラ
が
…
」
と
、

杉
山
さ
ん
は
イ
ベ
ン
ト
の
魅
力
や

見
ど
こ
ろ
を
熟
知
し
て
い
ま
す
。

　

「
『
伊
豆
の
国
に
は
何
も
な
い
』

と
嘆
く
地
元
の
人
が
い
ま
す
。
で

も
、
そ
れ
は
違
い
ま
す
。
富
士
山

に
見
慣
れ
た
私
た
ち
が
そ
の
価
値

に
気
づ
か
な
い
の
と
同
じ
く
、
い
い

も
の
は
い
っ
ぱ
い
あ
る
ん
で
す
。
そ

れ
ら
の
隠
れ
た
宝
物
を
掘
り
起
こ

し
、
『
観
光
』
と
い
う
形
で
発
信
し

て
い
き
た
い
で
す
」
杉
山
さ
ん
の
、

観
光
に
か
け
る
思
い
は
熱
い
。
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ワタシノアルクミチ

7月17日（土）と　き　　　　　　　　　　　
　　　　開場１８：３０　開演１９：００
ところ　アクシスかつらぎ多目的ホール
出　演　笛奏者 オマタ タツロウ
入場料　無料
問合せ　アクシスかつらぎ　電話０５５‐９４８‐０２２５ 

（財）ベルマーク教育助成財団共催

シンデレラ
　心にひろがる“幸せ ”の物語。
豪華な俳優の共演をお楽しみに。

8月8日（日）と　き　　　　　　　　　　　
　　　　開場１０：３０　開演１１：００
ところ　韮山時代劇場大ホール
出演者　 シンデレラ：原幹恵、王子：滝川英治、魔法使い：

水沢アキ、制作：劇団東少
チケット　 一般 1,000 円、中学生以下５００円　
　　　　＊全席指定、チケット好評発売中
問合せ　韮山時代劇場　電話０５５‐９４９‐８６００ 

7月24日（土）と　き　　　　　　　　　　　
　　　　開場１３：００、開演１３：３０
ところ　韮山時代劇場映像ホール
出　演　ハーモニカメイツ
入場料　無料
　＊ 『あなたのステージ』では出演者を募集していま

す。コンサート・発表会・作品展など日ごろの成
果を発表してみませんか（アマチュア限定）。詳
しくは韮山時代劇場までお問い合わせください。

問合せ　韮山時代劇場　電話０５５‐９４９‐８６００

あなたのステージ vol.74
『ハーモニカメイツ』コンサート

岩崎宏美

　「聖母たちのララバイ」「ロマ
ンス」などのヒット曲で知られ
る岩崎宏美のコンサート。

9月26日（日）と き　　　　　　　　　　　
　　　　開場１６：３０、開演１７：００
ところ　 アクシスかつらぎ大ホール
チケット　 一律 5,000 円　＊全席指定
発売日　 ７月３日（土）
　＊ 市役所（伊豆長岡・韮山・大仁市民サービス課）での

チケット販売は７月５日（月）からになります。
　＊ チケット発売日の翌日からアクシスかつらぎでチケ

ットの電話予約を受け付けます。
　＊ 未就学児は入場できません。
問合せ　アクシスかつらぎ　電話０５５‐９４８‐０２２５ 

11月14日（日）と　き　　　　　　　　　　　
　　　　開場１３：３０　開演１４：００
ところ　 アクシスかつらぎ大ホール
出演者　錦織健（テノール）、
　　　　河原忠之（ピアノ）
チケット　 一律 4,000 円　＊全席指定
発売日　 ８月７日（土）
　＊ 市役所（伊豆長岡・韮山・大仁市民サービス課）で
のチケット販売は８月９日（月）からになります。

　＊ チケット発売日の翌日からアクシスかつらぎで
チケットの電話予約を受け付けます。

　＊ 未就学児は入場できません。
問合せ　アクシスかつらぎ　電話０５５‐９４８‐０２２５ 

錦織健
魅惑のテノールリサイタル

ファミリー劇場 ミュージカル

35th Anniversary
コンサート

　心に響く美しきテノールの
歌声をお楽しみください。

アクシスの夕べ Part.67

笛の世界編

（有）ハルモニアハウス共催
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